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株式会社フレームシンセシス （単位：　円）

貸 借 対 照 表

2024年11月30日　現在

資 産 の 部

科 目 金 額

負 債 の 部

科 目 金 額

【流動資産】 21,703,933

現 金 及 び 預 金 6,576,292

売 掛 金 14,402,961

前 払 費 用 724,680

【固定資産】 1,672,983

有 形 固 定 資 産 1,672,983

工 具 器 具 備 品 1,672,983

資 産 の 部 合 計 23,376,916

【流動負債】 5,314,499

未 払 金 2,792,403

未 払 法 人 税 等 386,500

未 払 消 費 税 等 1,853,000

預 り 金 282,596

負 債 の 部 合 計 5,314,499

純 資 産 の 部

【株主資本】 18,062,417

資 本 金 3,000,000

利 益 剰 余 金 15,062,417

そ の 他 利 益 剰 余 金 15,062,417

繰 越 利 益 剰 余 金 15,062,417

純 資 産 の 部 合 計 18,062,417

負債及び純資産の部合計 23,376,916
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株式会社フレームシンセシス （単位：　円）

損 益 計 算 書

2023年12月01日 〜 2024年11月30日

科 目 金 額

【売上高】

売 上 高 34,046,918

売 上 高  計 34,046,918

売 上 総 利 益 34,046,918

【販売管理費】

販 売 管 理 費  計 23,825,384

営 業 利 益 10,221,534

【営業外収益】

受 取 利 息 649

雑 収 入 233

営 業 外 収 益  計 882

経 常 利 益 10,222,416

税 引 前 当 期 純 利 益 10,222,416

【法人税等】

法人税・住民税及び事業税 2,255,300

法 人 税 等  計 2,255,300

当 期 純 利 益 7,967,116

2 / 5



株式会社フレームシンセシス （単位：　円）

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 内 訳 書

2023年12月01日 〜 2024年11月30日

科 目 金 額

役 員 報 酬 5,400,000

役 員 賞 与 2,000,000

法 定 福 利 費 1,115,952

採 用 教 育 費 55,091

外 注 費 9,801,446

広 告 宣 伝 費 1,069,048

接 待 交 際 費 67,970

会 議 費 13,582

旅 費 交 通 費 411,524

通 信 費 776,867

消 耗 品 費 1,365,724

支 払 手 数 料 43,400

地 代 家 賃 105,600

租 税 公 課 100,400

支 払 報 酬 料 1,024,880

減 価 償 却 費 473,900

販 売 管 理 費  計 23,825,384
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株式会社フレームシンセシス （単位：　円）

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

2023年12月01日 〜 2024年11月30日

【株主資本】

資 本 金 当期首残高 1,000,000

当期変動額 利益剰余金の組み入れ 2,000,000

当期末残高 3,000,000

利 益 剰 余 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

繰 越 利 益 剰 余 金 当期首残高 9,095,301

当期変動額 利益剰余金の組み入れ -2,000,000

当期純利益 7,967,116

当期末残高 15,062,417

利 益 剰 余 金 合 計 当期首残高 9,095,301

当期変動額 5,967,116

当期末残高 15,062,417

株 主 資 本 合 計 当期首残高 10,095,301

当期変動額 7,967,116

当期末残高 18,062,417

純 資 産 の 部 合 計 当期首残高 10,095,301

当期変動額 7,967,116

当期末残高 18,062,417
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株式会社フレームシンセシス

個 別 注 記 表

2023年12月01日 〜 2024年11月30日

１．この計算書類は、「中小企業の会計に関する指針」によって作成しています。

２．重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1)固定資産の減価償却の方法
 (a)有形固定資産　定率法を採用しています。

(2)その他計算書類の作成のための基本となる重要事項
 (a)消費税等の会計処理
    消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。

３．貸借対照表に関する注記
    有形固定資産の減価償却累計額　653千円

４．株主資本等変動計算書に関する注記
(1)当該事業年度の末日における発行済株式の数　1,000,000株
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